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(57)【要約】
　クロスシステムネットワークの情報インタラクション
の方法、端末システムネットワークエレメントであって
、該方法は、端末と１つのシステムネットワークとの接
続確立が成功した後、又は前記システムネットワークに
端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立成功
メッセージ或いは再確立成功メッセージを送信した後、
前記指定のシステムネットワークエレメントが送信した
端末履歴情報取得要求メッセージを受信することと、前
記端末は全てのシステムネットワーク、前記システムネ
ットワーク以外の他のシステムネットワーク或いは指定
のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記
指定のシステムネットワークに送信することとを含む。
本発明の実施例は端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録
情報の定義に基づいて、３ＧＰＰ‐ＷＬＡＮシステム端
末履歴情報のクロスシステムインタラクションを実現す
ることができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末と１つのシステムネットワークとの接続確立が成功した後、又は前記システムネッ
トワークに端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立メッセージ或いは再確立成
功メッセージを送信した後、前記指定のシステムネットワークエレメントが送信した端末
履歴情報取得要求メッセージを受信することと、
　前記端末は全てのシステムネットワーク、前記システムネットワーク以外の他のシステ
ムネットワーク或いは指定のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記指定の
システムネットワークに送信することと、を含むクロスシステムネットワークの情報イン
タラクションの方法。
【請求項２】
　前記システムネットワークは３ＧＰＰネットワークであり、前記システムネットワーク
以外の他のシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークであり、前記シス
テムネットワーク以外の他のシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ターゲットシステムネットワークエレメントは、ソースシステムネットワークエレメン
トが送信した端末履歴記録情報取得要求メッセージを受信した後前記ソースシステムネッ
トワークエレメントに端末専用メッセージを送信し、又は定期に前記ソースシステムネッ
トワークエレメントに端末専用メッセージを送信することを含み、前記端末専用メッセー
ジは端末が前記ターゲットシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を含むクロスシ
ステムネットワークの情報インタラクションの方法。
【請求項５】
　前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、前記ソースシス
テムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメントを含み
、又は、
　前記ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み
、前記ソースシステムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントを含む
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
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種類又は複数種類を含む請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　システムネットワークエレメントは、端末履歴記録情報取得要求メッセージを送信した
後端末履歴記録情報メッセージを受信し、又は定期に端末履歴記録情報メッセージを受信
することと、
　前記システムネットワークエレメントは、前記端末履歴記録情報メッセージに含まれる
、端末の１つ又は複数のターゲットシステムネットワークでの履歴記録情報を保存するこ
とと、を含むクロスシステムネットワークの情報インタラクションの方法。
【請求項８】
　前記システムネットワークエレメントが定期に端末履歴記録情報を受信することは、
　前記システムネットワークエレメントはターゲットシステムネットワークエレメントが
送信した端末専用メッセージを定期に受信することを含み、前記端末専用メッセージには
前記端末履歴記録情報が含まれる請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記システムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントであり、前記
ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメ
ントであり、前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む請求項
７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　端末が端末履歴記録情報メッセージをアクセスネットワークの発見及び選択機能モジュ
ールに送信することを含み、前記端末履歴記録情報メッセージには端末の１つ又は複数の
システムネットワークでの履歴記録情報が含まれるクロスシステムネットワークの情報イ
ンタラクションの方法。
【請求項１１】
　前記１つ又は複数のシステムネットワークは、
　３ＧＰＰネットワーク及び/又はワイヤレスローカルエリアネットワークを含む請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　アクセスネットワークの発見及び選択機能モジュールは端末が送信した端末履歴記録情
報メッセージを受信することと、
　前記アクセスネットワークの発見及び選択機能モジュールは前記端末履歴記録情報メッ
セージにおける端末履歴記録情報メッセージを保存することと、を含むクロスシステムネ
ットワークの情報インタラクションの方法。
【請求項１３】
　１つのシステムネットワークとの接続確立が成功した後、又は前記システムネットワー
クに端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立成功メッセージ或いは再確立成功
メッセージを送信した後、前記システムネットワークエレメントが送信した端末履歴情報
取得要求メッセージを受信するように設定される受信モジュールと、
　全てのシステムネットワーク、前記システムネットワーク以外の他のシステムネットワ
ーク或いは指定のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記システムネットワ
ークエレメントに送信するように設定される送信モジュールと、を含む端末。
【請求項１４】
　前記システムネットワークは３ＧＰＰネットワークであり、前記システムネットワーク
以外の他のシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークであり、前記シス
テムネットワーク以外の他のシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む請求項
１３に記載の端末。
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【請求項１５】
　前記送信モジュールは更に、端末履歴記録情報メッセージをアクセスネットワークの発
見及び選択機能モジュールに送信するように設定され、前記端末履歴記録情報メッセージ
には端末の１つ又は複数のシステムネットワークでの履歴記録情報が含まれる請求項１３
に記載の端末。
【請求項１６】
　前記１つ又は複数のシステムネットワークは、
　３ＧＰＰネットワーク及び/又はワイヤレスローカルエリアネットワークを含む請求項
１５に記載の端末。
【請求項１７】
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む請求項１４又は１６に記載の端末。
【請求項１８】
　ターゲットシステムネットワークエレメントとして、
　ソースシステムネットワークエレメントが送信した端末履歴記録情報取得要求メッセー
ジを受信するように設定される第１受信モジュールと、
　前記第１受信モジュールが前記要求メッセージを受信した後前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信し、又は定期に前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信するように設定され、前記端末専用メッセ
ージに、端末が該ターゲットシステムネットワークに駐在した履歴記録情報が含まれる第
１送信モジュールと、を含むことを特徴とするシステムネットワークエレメント。
【請求項１９】
　前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、前記ソースシス
テムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメントを含み
、又は、
　前記ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み
、前記ソースシステムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントを含む
請求項１８に記載のシステムネットワークエレメント。
【請求項２０】
　ソースシステムネットワークエレメントとして、
　端末履歴記録情報取得要求メッセージを送信するように設定される第２送信モジュール
と、
　前記第２送信モジュールが前記要求メッセージを送信した後端末履歴記録情報メッセー
ジを受信し、又は定期に端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定される第２受
信モジュールと、
　前記端末履歴記録情報メッセージに含まれる、端末のターゲットシステムネットワーク
での履歴記録情報を保存するように設定される保存モジュールと、を含む請求項１８に記
載のシステムネットワークエレメント。
【請求項２１】
　前記第２受信モジュールが定期に端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定さ
れることは、ターゲットシステムネットワークエレメントが送信した端末専用メッセージ
を定期に受信することを含み、前記端末専用メッセージに前記端末履歴記録情報が含まれ
る請求項２０に記載のシステムネットワークエレメント。
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【請求項２２】
　前記システムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントであり、前記
ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメ
ントであり、前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む請求項
２０に記載のシステムネットワークエレメント。
【請求項２３】
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む請求項１８～２２のいずれか１項に記載のシステムネットワーク
エレメント。
【請求項２４】
　端末が送信した端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定される受信モジュー
ルと、
　前記端末履歴記録情報メッセージにおける端末履歴記録情報メッセージを保存するよう
に設定される保存モジュールと、を含むアクセスネットワークの発見及び選択機能モジュ
ール。　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野に関し、特にワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）及
びその後続の進化したシステム（例えばHigh Efficient WLAN（高効率なＷＬＡＮ、ＨＥ
Ｗと略称する））と３ＧＰＰ相互接続システムアーキテクチャでのクロスシステムネット
ワークの情報インタラクションの方法、端末システムネットワークエレメントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、モバイルインターネットは世界で発展が最も速く、市場の潜在力が最も大きく、
前途が最も魅力的な産業であり、ワイヤレスアクセスはモバイルインターネット業界のコ
アテクノロジーである。現在、多種の先端的なワイヤレスアクセス技術（Multiple Radio
 Access Technology、Ｍｕｌｔｉ‐ＲＡＴと略称する）は併存し、ユーザ端末は高速的に
ワイヤレスネットワークにアクセスし、高品質のサービスが楽しめる。その中、典型的な
技術は、ＬＴＥを代表とするワイヤレスワイドエリアネットワークアクセス技術、及びＩ
ＥＥＥ ８０２.１１を代表とするワイヤレスローカルエリアネットワーク技術を含む。Ｗ
ＬＡＮは無線通信技術を利用して一定の局部範囲内において作成されたネットワークであ
り、アーキテクチャ模式図は図１に示され、ＬＴＥ（Long Term Evolution、ロングター
ムエボリューション）に比べて、ＷＬＡＮはカバー範囲が小さく、アクセス速度が高く、
利用コストが低い。
【０００３】
　ＬＴＥネットワークは３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project、第３世代パー
トナープログラム）無線通信系ネットワークでの典型的な代表として、Ｅ‐ＵＴＲＡＮ（
Evolved UTRAN）、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications System、ユニバー
サル移動通信システム）、Terrestrial Radio Access Network（地上無線アクセスネット
ワーク）、基地局ｅＮＢ（Evolved NodeB）及び発展型パケットコア（Evolved Packet Co



(6) JP 2017-509267 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

re、ＥＰＣと略称する）からなり、ネットワークは平坦化される。その中、Ｅ‐ＵＴＲＡ
ＮはＳ１インタフェースを介してＥＰＣに接続されるｅＮＢの集合を含み、ｅＮＢの間に
はＸ２を介して接続できる。Ｓ１、Ｘ２は論理インタフェースである。１つのＥＰＣは１
つ又は複数のｅＮＢを管理することができ、１つのＮｏｄｅＢは複数のＥＰＣに制御され
ることができ、１つのｅＮＢは１つ又は複数のセルを管理することができる。ＬＴＥ‐Ａ
システムはＬＴＥシステムから進化したものであり、ネットワークアーキテクチャはＬＴ
Ｅと一致する。ＬＴＥは４Ｇ技術であり、３Ｇに比べて、ＬＴＥはより高いデータレート
、遅延が低い伝送、サービス品質（ＱｏＳ）の確保という様々な技術的優位性を有する。
ＷＬＡＮに比べて、ＬＴＥはより広いカバレッジを有し、ユーザ端末の高速移動とローミ
ングをサポートする。
【０００４】
　将来の通信ネットワークが進化し続けるに連れて、各種の規格のネットワークモードの
共存は避けられない傾向であり、２Ｇ、３Ｇ、ＬＴＥ融合ネットワーキング、３ＧＰＰ‐
ＷＬＡＮ融合ネットワーキング等を含み、３ＧＰＰ‐ＷＬＡＮ融合ネットワーキングの模
式図は図２に示される。ＷＬＡＮと３ＧＰＰ無線通信系ネットワークの相補性により、３
ＧＰＰ‐ＷＬＡＮのインターコネクション及びインタワーキングは機器メーカー、システ
ムインテグレーター、オペレーター及び科学研究機構の注目課題の一つになる。
【０００５】
　多種のアクセス技術が共存する条件で、どのように適当なアクセスネットワークを選択
して、ユーザ端末のＱｏＳ需要を確保して、必要がないピンポンハンドオーバを避けるか
は極めて重要な課題である。現在、履歴情報において、履歴セルはＵＴＲＡＮ/ＬＴＥ/Ｇ
ＥＲＡＮ（ＧＳＭ（Global System for Mobile Communications、グローバル移動通信シ
ステム）ＥＤＧＥ（Enhanced Data Rate for GSM Evolution、ＧＳＭ進化型高速データレ
ート技術）Radio Access Network）セル情報のみを含み、且つハンドオーバフローのみに
含まれ、その役割はＲＲＭ（Radio Resource Management、無線リソース管理）ポリシー
に用いられることであり、主にピンポンハンドオーバを解決する。ＬＴＥ履歴セル情報は
、Global Cell ID（セルグローバル識別子）、Cell Type（セルタイプ）（ENUMERATED（
枚挙形態）（verysmall、small、medium、large、…））、Time UE stayed in Cell（端
末がセルに駐在した時間）、HO Cause Value（ハンドオーバ原因値）（ＵＥがＥ‐ＵＴＲ
ＡＮからＵＴＲＡＮにハンドオーバする原因）を含む。ＵＴＲＡＮ履歴セル情報は、セル
ＩＤ（PLMN+CID）、Cell Type（ENUMERATED（macro、micro、pico、femto、…））、Time
 UE stayed in Cellを含む。端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録に対して、現在は定義
がなく、そして、現在ＬＴＥとＷＩＦＩとの間に直接なクロスシステムハンドオーバフロ
ーがないため、これはＵＥがＬＴＥからＷＩＦＩにハンドオーバし、又はＷＩＦＩからＬ
ＴＥシステムにハンドオーバする場合、この前のＵＥがシステムに駐在した履歴情報は関
連するハンドオーバフローの方式によりターゲットシステムに伝達されることができない
ことを意味する。ネットワーク側はＵＥのＷＬＡＮシステムでのサービスタイプ、駐在時
間、トラフィック等の関連情報を知れば、ネットワーク側は該情報に基づいてＡＮＤＳＦ
（Access Network Discovery and Selection Function、アクセスネットワーク発見及び
選択機能）ポリシー又はＲＡＮ（Residential Access Network、住民アクセスネットワー
ク）ポリシーを最適化して、エアインタフェース設定パラメータの最適化及び測定イベン
トパラメータの最適化を実現して、３ＧＰＰ‐ＷＬＡＮシステムの間のピンポンハンドオ
ーバを避けることができる。
【０００６】
　従って、多種のアクセス技術が共存する場合、クロスシステムシーンでどのように端末
のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報を効果的に伝達して利用するかの課題、どのように
リソース管理及びクロスシステムハンドオーバポリシー最適化をよりよく実現すると同時
にユーザの満足度を向上させるかの課題は解決される必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　本発明は解決しようとする技術課題は、端末履歴情報のクロスシステムインタラクショ
ンを実現するクロスシステムネットワークの情報インタラクションの方法、端末システム
ネットワークエレメントを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記技術課題を解決するために、本発明はクロスシステムネットワークの情報インタラ
クションの方法を提供し、
　端末と１つのシステムネットワークとの接続確立が成功した後、又は前記システムネッ
トワークに端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立成功メッセージ或いは再確
立成功メッセージを送信した後、前記指定のシステムネットワークエレメントが送信した
端末履歴情報取得要求メッセージを受信することと、
　前記端末は全てのシステムネットワーク、前記システムネットワーク以外の他のシステ
ムネットワーク或いは指定のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記指定の
システムネットワークに送信することと、を含む。
【０００９】
　好ましくは、上記方法は、
　前記システムネットワークは３ＧＰＰネットワークであり、前記システムネットワーク
以外の他のシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークであり、前記シス
テムネットワーク以外の他のシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む、とい
う特徴を更に有する。
【００１０】
　好ましくは、上記方法は、前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在し
た履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む、という特徴を更に有する。
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明はクロスシステムネットワークの情報インタラクシ
ョンの方法を更に提供し、
　ターゲットシステムネットワークエレメントは、ソースシステムネットワークエレメン
トが送信した端末履歴記録情報取得要求メッセージを受信した後前記ソースシステムネッ
トワークエレメントに端末専用メッセージを送信し、又は定期に前記ソースシステムネッ
トワークエレメントに端末専用メッセージを送信することを含み、前記端末専用メッセー
ジは端末が前記ターゲットシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を含む。
【００１２】
　好ましくは、上記方法は、
　前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、前記ソースシス
テムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメントを含み
、又は、
　前記ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み
、前記ソースシステムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントを含む
、という特徴を更に有する。



(8) JP 2017-509267 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

【００１３】
　好ましくは、上記方法は、前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在し
た履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む、という特徴を更に有する。
【００１４】
　上記課題を解決するために、本発明はクロスシステムネットワークの情報インタラクシ
ョンの方法を更に提供し、
　システムネットワークエレメントは端末履歴記録情報取得要求メッセージを送信した後
端末履歴記録情報メッセージを受信し、又は定期に端末履歴記録情報メッセージを受信す
ることと、
　前記システムネットワークエレメントは、前記端末履歴記録情報メッセージに含まれる
、端末の１つ又は複数のターゲットシステムネットワークでの履歴記録情報を保存するこ
とと、を含む。
【００１５】
　好ましくは、上記方法は、前記システムネットワークエレメントが定期に端末履歴記録
情報を受信することは、
　前記システムネットワークエレメントはターゲットシステムネットワークエレメントが
送信した端末専用メッセージを定期に受信することを含み、前記端末専用メッセージには
前記端末履歴記録情報が含まれる、という特徴を更に有する。
【００１６】
　好ましくは、上記方法は、
　前記システムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントであり、前記
ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメ
ントであり、前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む、とい
う特徴を更に有する。
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明はクロスシステムネットワークの情報インタラクシ
ョンの方法を更に提供し、
　端末が端末履歴記録情報メッセージをアクセスネットワークの発見及び選択機能モジュ
ールに送信することを含み、前記端末履歴記録情報メッセージには端末の１つ又は複数の
システムネットワークでの履歴記録情報が含まれる。
【００１８】
　好ましくは、上記方法は、前記１つ又は複数のシステムネットワークが、
　３ＧＰＰネットワーク及び/又はワイヤレスローカルエリアネットワークを含む、とい
う特徴を更に有する。
【００１９】
　上記課題を解決するために、本発明はクロスシステムネットワークの情報インタラクシ
ョンの方法を更に提供し、
　アクセスネットワークの発見及び選択機能モジュールが、端末が送信した端末履歴記録
情報メッセージを受信することと、
　前記アクセスネットワークの発見及び選択機能モジュールが、前記端末履歴記録情報メ
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ッセージにおける端末履歴記録情報メッセージを保存することと、を含む。
【００２０】
　上記課題を解決するために、本発明は端末を更に提供し、
　1つのシステムネットワークとの接続確立が成功した後、又は前記システムネットワー
クに端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立成功メッセージ或いは再確立成功
メッセージを送信した後、前記システムネットワークエレメントが送信した端末履歴情報
取得要求メッセージを受信するように設定される受信モジュールと、
　全てのシステムネットワーク、前記システムネットワーク以外の他のシステムネットワ
ーク或いは指定のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記システムネットワ
ークエレメントに送信するように設定される送信モジュールと、を含む。
【００２１】
　好ましくは、上記端末は、
　前記システムネットワークは３ＧＰＰネットワークであり、前記システムネットワーク
以外の他のシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークであり、前記シス
テムネットワーク以外の他のシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む、とい
う特徴を更に有する。
【００２２】
　好ましくは、上記端末は、
　前記送信モジュールは更に、端末の１つ又は複数のシステムネットワークでの履歴記録
情報を含む端末履歴記録情報メッセージをアクセスネットワークの発見及び選択機能モジ
ュールに送信するように設定される、という特徴を更に有する。
【００２３】
　好ましくは、上記端末は、前記１つ又は複数のシステムネットワークが、
　３ＧＰＰネットワーク及び/又はワイヤレスローカルエリアネットワークを含む、とい
う特徴を更に有する。
【００２４】
　好ましくは、上記端末は、前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在し
た履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む、という特徴を更に有する。
【００２５】
　上記課題を解決するために、本発明はシステムネットワークエレメントを更に提供し、
ターゲットシステムネットワークエレメントとして、
　ソースシステムネットワークエレメントが送信した端末履歴記録情報取得要求メッセー
ジを受信するように設定される第１受信モジュールと、
　前記第１受信モジュールが前記要求メッセージを受信した後前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信し、又は定期に前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信するように設定され、前記端末専用メッセ
ージに、端末が該ターゲットシステムネットワークに駐在した履歴記録情報が含まれる第
１送信モジュールと、を含む。
【００２６】
　好ましくは、上記システムネットワークエレメントは、
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　前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、前記ソースシス
テムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメントを含み
、又は、
　前記ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み
、前記ソースシステムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントを含む
、という特徴を更に有する。
【００２７】
　好ましくは、上記システムネットワークエレメントは、ソースシステムネットワークエ
レメントとして、
　端末履歴記録情報取得要求メッセージを送信するように設定される第２送信モジュール
と、
　前記第２送信モジュールが前記要求メッセージを送信した後端末履歴記録情報メッセー
ジを受信し、又は定期に端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定される第２受
信モジュールと、
　前記端末履歴記録情報メッセージに含まれる、端末のターゲットシステムネットワーク
での履歴記録情報を保存するように設定される保存モジュールと、を含むという特徴を更
に有する。
【００２８】
　好ましくは、上記システムネットワークエレメントは、
　前記第２受信モジュールが定期に端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定さ
れることは、ターゲットシステムネットワークエレメントが送信した端末専用メッセージ
を定期に受信することを含み、前記端末専用メッセージに前記端末履歴記録情報が含まれ
る、という特徴を更に有する。
【００２９】
　好ましくは、上記システムネットワークエレメントは、
　前記システムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントであり、前記
ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメ
ントであり、前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む、とい
う特徴を更に有する。
【００３０】
　好ましくは、上記システムネットワークエレメントは、前記端末がワイヤレスローカル
エリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む、という特徴を更に有する。
【００３１】
　上記課題を解決するために、本発明はアクセスネットワークの発見及び選択機能モジュ
ールを更に提供し、
　端末が送信した端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定される受信モジュー
ルと、
　前記端末履歴記録情報メッセージにおける端末履歴記録情報メッセージを保存するよう
に設定される保存モジュールと、を含む。
【発明の効果】
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【００３２】
　上記を纏め、本発明の実施例はクロスシステムネットワークの情報インタラクションの
方法、端末システムネットワークエレメントを提供し、端末のＷＬＡＮシステムでの履歴
記録情報の定義に基づいて、３ＧＰＰ‐ＷＬＡＮシステム端末履歴情報のクロスシステム
インタラクションを実現することができ、これによりクロスシステムネットワークエレメ
ントは端末のＷＬＡＮシステムでの駐在履歴の具体的な状況をタイムリーに取得して、多
種のアクセス技術が共存するシーンでの端末ネットワーク選択最適化、クロスシステムネ
ットワークエレメント装置発見の実現、３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間のリソース最
適化管理又はポリシー最適化の実現に十分な判定根拠を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】図１は、関連技術によるＷＬＡＮシステムアーキテクチャの模式図である。
【図２】図２は、３ＧＰＰ‐ＷＬＡＮ融合システムアーキテクチャの模式図である。
【図３】図３は、具体的な実施例１の模式図である。
【図４】図４は、具体的な実施例２の模式図である。
【図５】図５は、具体的な実施例３の模式図である。
【図６】図６は、具体的な実施例４の模式図である。
【図７】図７は、本発明の実施例５の模式図である。
【図８】図８は、本発明の実施例による端末の模式図である。
【図９】図９は、本発明の実施例によるシステムネットワークエレメントの模式図である
。
【図１０】図１０は、本発明の実施例によるＡＮＤＳＦの模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施例について詳しく説明する。なお、矛盾が生じ
ない場合には、本願における実施例及び実施例における特徴を互いに任意に組み合わせる
ことができる。
【００３５】
　該方法によれば、３ＧＰＰ‐ＷＬＡＮクロスシステム端末履歴情報の効果的な伝達と管
理を実現することができ、これによりネットワークエレメントは端末のＷＬＡＮシステム
での駐在履歴の具体的な状況を取得することができ、多種のアクセス技術が共存するシー
ンでの３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間のリソース最適化管理又はポリシー最適化の実
現に、より完全な判定根拠を提供し、ネットワークリソース全体の利用効率を向上させ、
ネットワーク性能を向上させ、ユーザの満足度を向上させる。
【００３６】
　クロスシステムインタラクションの場合、端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の
定義についての記載は下記通りである。
【００３７】
　ＷＬＡＮにおいて、基本サービスセット（Basic Service Set、ＢＳＳと略称する）は
８０２.１１ネットワークの基本的な構成であり、１つのワイヤレスネットワークは少な
くとも、１つの有線ネットワークに接続されるＡＰ（Acces Point、アクセスポイント）
と若干の無線ワークステーション（ＳＴＡ）からなる。１組のコンピュータは同じＢＳＳ
識別子を設定すると、自ら１つのグループになることができ、領域において該グループを
識別する唯一の標識は、いわゆるＢＳＳＩＤである。Infrastructure（インフラストラク
チャー）モード（ＡＰがある）に対して、該ＩＤはＡＰのＭＡＣアドレスである。
【００３８】
　端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報は、
　端末がある時刻にＡＰ（Access Point、ワイヤレスアクセスポイント）に接続して記録
した該ＡＰが属するＢＳＳＩＤ（Basic Service Set Identifier、基本サービスセット識
別子）、及び/又はＳＳＩＤ（Base Station Identity Code、基地局識別コード）、及び/
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又は他の装置標識情報、例えばＩＰアドレス、装置ＩＤ番号、
　端末の該ＡＰでの駐在時間、
　端末が該ＡＰに接続した絶対時間（マルチモード端末に対して、同時に３ＧＰＰシステ
ムとＷＬＡＮシステムに駐在することができ、端末履歴情報をより正確的に分析するため
に、端末がAPに接続した絶対時間を記録してもよい）、即ちタイムスタンプ、
　端末の記録時刻の位置情報、
　端末の記録時刻の無線信号品質情報、例えばＷＬＡＮシステム信号品質情報、３ＧＰＰ
システム無線信号品質情報、
　端末がＷＬＡＮシステムで行ったサービスの情報、例えばサービス属性、ＱｏＳ関連情
報、の中の１種類又は複数種類を含む。
【００３９】
　更に、ネットワーク側も端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報に対して異なる粒度
の統計を行ってもよく、例えばＥＳＳ（拡張サービスセット）を粒度とし、又はＷＬＡＮ
システム全体を粒度とする。
【００４０】
　実施例１
　図３を参照しながら、その説明は下記通りである。
【００４１】
　ステップ１０１：　ＵＥは３ＧＰＰシステムで接続確立を発起し、接続確立が成功した
後、ネットワーク側は専用メッセージにより端末に端末履歴情報の取得を要求する。該メ
ッセージには端末履歴情報取得要求指示、及び/又は要求するＷＬＡＮネットワークエレ
メント情報（例えばターゲットネットワークエレメントの１つ又は複数の標識符号、例え
ばＢＳＳＩＤ、及び/又はＳＳＩＤ、及び/又は他の装置標識情報、例えばＩＰアドレス、
装置ＩＤ番号）が含まれてもよい。
【００４２】
　ステップ１０２：　ＵＥは上記端末履歴情報取得要求メッセージを受信した後、応答メ
ッセージを作成して３ＧＰＰシステムネットワークエレメントに伝送し、該メッセージに
は端末履歴情報が含まれ、端末が報告する前に駐在した全ての履歴セル/ＡＰ情報を含み
、３ＧＰＰシステム履歴セル情報については背景紹介を参照し、セルＩＤと駐在時間を含
むがこれらに限定されなく、ＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の具体的な形式について
は、上記端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の定義を参照する。
【００４３】
　要求メッセージには指定のＷＬＡＮネットワークエレメント情報が含まれる場合、端末
は指定のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報、即ち端末が１つ又は複数のＡＰに駐在した
履歴記録情報のみを報告する。
【００４４】
　本発明の実施例において、３ＧＰＰシステム、ＷＬＡＮシステム以外、他のシステムに
も適用されることができる。
【００４５】
　ステップ１０３：　３ＧＰＰネットワークエレメントは上記応答メッセージを受信した
後、含まれる端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報に基づいてローカル保存処理を行
ってもよく、後続の３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間のリソース管理とクロスシステム
ハンドオーバポリシー最適化に用いる。
【００４６】
　実施例２
　図４を参照しながら、その説明は下記通りである。
【００４７】
　ステップ２０１：　ＵＥは３ＧＰＰシステムで接続確立を発起し、接続確立成功又は再
確立成功メッセージには端末履歴記録情報取得可能指示情報が含まれ、該指示情報は１ビ
ットの標識であってもよい。
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【００４８】
　ステップ２０２：　ネットワーク側は該指示情報を受信した後、専用メッセージにより
端末履歴情報の取得を要求する。該メッセージには取得を要求する情報タイプ、例えば端
末履歴記録情報が含まれていてもよく、指定のＷＬＡＮネットワークエレメント情報（例
えばターゲットネットワークエレメントの１つ又は複数の標識符号、例えばＢＳＳＩＤ、
及び/又はＳＳＩＤ、及び/又は他の装置標識情報、例えばＩＰアドレス、装置ＩＤ番号）
が含まれていてもよい。
【００４９】
　ステップ２０３：　ＵＥは上記要求メッセージを受信した後、応答メッセージを作成し
て３ＧＰＰシステムネットワークエレメントに伝送し、該メッセージには端末履歴情報が
含まれ、端末が報告する前に駐在した全ての履歴セル/ＡＰ情報を含み、３ＧＰＰシステ
ム履歴セル情報については背景紹介を参照し、セルＩＤと駐在時間を含むがこれらに限定
されるものではなく、ＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の具体的な形式については、上
記端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の定義を参照する。
【００５０】
　要求メッセージには指定のＷＬＡＮネットワークエレメント情報が含まれる場合、端末
は指定のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報、即ち端末が１つ又は複数のＡＰに駐在した
履歴記録情報のみを報告する。
【００５１】
　ステップ２０４：　３ＧＰＰネットワークエレメントは上記応答メッセージを受信した
後、含まれる端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報に基づいてローカル保存処理を行
ってもよく、後続の３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間のリソース管理とクロスシステム
ハンドオーバポリシー最適化に用いる。
【００５２】
　実施例３
　図５を参照しながら、その説明は下記通りである。
【００５３】
　ステップ３０１：　ＷＬＡＮターゲットネットワークエレメントはダイレクトインタフ
ェースによりＵＥ専用メッセージを３ＧＰＰソースネットワークエレメントに送信し、該
メッセージには端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報、及び端末の唯一の識別情報、
例えば端末のＭＡＣ（メディアアクセス制御）アドレス情報、又は端末のＩＭＳＩ（Inte
rnational Mobile Subscriber Identification Number、国際移動体加入者識別番号）情
報、又は端末の該インタフェースでの唯一の標識情報が含まれる。
【００５４】
　ＷＬＡＮシステムは端末が駐在した１つ又は複数のＡＰの履歴情報を３ＧＰＰソースネ
ットワークエレメントにフィードバックし、具体的な形式については、上記端末のＷＬＡ
Ｎシステムでの履歴記録情報の定義を参照する。前記ＵＥ専用メッセージはハンドオーバ
関連メッセージであってもよいが、ハンドオーバに限らない。
【００５５】
　ステップ３０２：　３ＧＰＰソースネットワークエレメントは上記メッセージを受信し
た後、含まれる端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報に基づいてローカル保存処理を
行ってもよく、後続の３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間のリソース管理とクロスシステ
ムハンドオーバポリシー最適化に用いる。
【００５６】
　実施例４
　図６を参照しながら、その説明は下記通りである。
【００５７】
　ステップ４０１：　３ＧＰＰソースネットワークエレメントはＵＥ専用メッセージによ
りＷＬＡＮターゲットネットワークエレメントに要求を送信し、該メッセージには要求指
示が含まれ、端末履歴記録情報の取得を要求する。
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【００５８】
　ステップ４０２：　ＷＬＡＮターゲットネットワークエレメントはＵＥ専用メッセージ
により応答メッセージを３ＧＰＰソースネットワークエレメントに送信し、端末が駐在し
た１つ又は複数のＡＰの履歴情報を３ＧＰＰソースネットワークエレメントにフィードバ
ックし、具体的な形式については、上記端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の定義
を参照する。
【００５９】
　前記ＵＥ専用メッセージはハンドオーバ関連メッセージ、例えばハンドオーバ要求メッ
セージとハンドオーバ準備応答メッセージであってもよいが、ハンドオーバに限らない。
【００６０】
　ステップ４０３：　３ＧＰＰソースネットワークエレメントは上記メッセージを受信し
た後、含まれる端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報に基づいてローカル保存処理を
行ってもよく、後続の３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間のリソース管理とクロスシステ
ムハンドオーバポリシー最適化に用いる。
【００６１】
　実施例５
　図７を参照しながら、その説明は下記通りである。
【００６２】
　ステップ５０１：　端末はＳ１４インタフェースにより端末履歴記録情報メッセージを
ＡＮＤＳＦに送信し、該メッセージには端末の３ＧＰＰシステム及び/又はＷＬＡＮシス
テムでの履歴記録情報が含まれる。端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の具体的な
形式については、上記端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の定義を参照する。
【００６３】
　端末は周期的に、又は具体的なイベントトリガーに基づいて、履歴記録情報メッセージ
をＡＮＤＳＦに送信することができる。
【００６４】
　ステップ５０２：　ＡＮＤＳＦは上記メッセージを受信した後、含まれる端末履歴記録
情報に基づいてローカル保存処理を行ってもよく、後続の３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムと
の発見とネットワーク選択ポリシールール最適化に用いる。
【００６５】
　更に、実施例３、実施例４において、３ＧＰＰソースネットワークエレメントとＷＬＡ
Ｎターゲットネットワークエレメントとの間のメッセージは、装置間のダイレクトインタ
フェースによりインタラクションをしてもよく、コアネットワークにより転送してもよい
。
【００６６】
　更に、実施例３、実施例４は逆の方向で実現されてもよく、即ちソースネットワークエ
レメントはＷＬＡＮソースネットワークエレメントであり、ターゲットネットワークエレ
メントは３ＧＰＰターゲットネットワークエレメントであり、もちろん、他のシステムネ
ットワークエレメントであってもよい。
【００６７】
　更に、実施例１、実施例２、実施例３、実施例４において、３ＧＰＰネットワークエレ
メントはＬＴＥシステムでのｅＮＢ、ＵＭＴＳシステムでのＲＮＣ（Radio Network Cont
roller、無線ネットワーク制御装置）、ＧＳＭシステムでのＢＳＣ（Base Station Contr
oller、基地局制御装置）であってもよく、独立の装置ユニットであってもよい。ＷＬＡ
ＮネットワークエレメントはＡＰであってもよく、ＡＣであってもよく、独立の装置ユニ
ットであってもよい。
【００６８】
　図８は、本発明の実施例による端末の模式図であり、図８に示すように、該実施例の端
末は、
　１つのシステムネットワークとの接続確立が成功した後、又は前記システムネットワー
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クに端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立成功メッセージ或いは再確立成功
メッセージを送信した後、前記システムネットワークエレメントが送信した端末履歴情報
取得要求メッセージを受信することに用いられる受信モジュールと、
　全てのシステムネットワーク、前記システムネットワーク以外の他のシステムネットワ
ーク或いは指定のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記システムネットワ
ークエレメントに送信することに用いられる送信モジュールと、を含んでもよい。
【００６９】
　その中、前記システムネットワークは３ＧＰＰネットワークであり、前記システムネッ
トワーク以外の他のシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含
み、又は、
　前記システムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークであり、前記シス
テムネットワーク以外の他のシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む。
【００７０】
　好ましい実施例において、前記送信モジュールは更に、端末履歴記録情報メッセージを
アクセスネットワークの発見及び選択機能モジュールに送信することに用いられてもよく
、前記端末履歴記録情報メッセージには端末の１つ又は複数のシステムネットワークでの
履歴記録情報が含まれる。
【００７１】
　その中、前記１つ又は複数のシステムネットワークは、
　３ＧＰＰネットワーク及び/又はワイヤレスローカルエリアネットワークを含む。
【００７２】
　図９は、本発明の実施例によるシステムネットワークエレメントの模式図であり、図９
に示すように、該実施例のシステムネットワークエレメントはターゲットシステムネット
ワークエレメントとして、
　ソースシステムネットワークエレメントが送信した端末履歴記録情報取得要求メッセー
ジを受信することに用いられる第１受信モジュールと、
　前記第１受信モジュールが前記要求メッセージを受信した後前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信し、又は定期に前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信することに用いられ、前記端末専用メッセ
ージに、端末が該ターゲットシステムネットワークに駐在した履歴記録情報が含まれる第
１送信モジュールと、を含んでもよい。
【００７３】
　該実施例のシステムネットワークエレメントはソースシステムネットワークエレメント
として、
　端末履歴記録情報取得要求メッセージを送信することに用いられる第２送信モジュール
と、
　前記第２送信モジュールが前記要求メッセージを送信した後端末履歴記録情報メッセー
ジを受信し、又は定期に端末履歴記録情報メッセージを受信することに用いられる第２受
信モジュールと、
　前記端末履歴記録情報メッセージに含まれる、端末のターゲットシステムネットワーク
での履歴記録情報を保存することに用いられる保存モジュールと、を含んでもよい。
【００７４】
　その中、前記第２受信モジュールが定期に端末履歴記録情報メッセージを受信すること
は、ターゲットシステムネットワークエレメントが送信した端末専用メッセージを定期に
受信することを含んでもよく、前記端末専用メッセージには前記端末履歴記録情報が含ま
れる。
【００７５】
　図１０は、本発明の実施例によるＡＮＤＳＦの模式図であり、図１０に示すように、該
実施例のＡＮＤＳＦは、
　端末が送信した端末履歴記録情報メッセージを受信することに用いられる受信モジュー
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ルと、
　前記端末履歴記録情報メッセージにおける端末履歴記録情報メッセージを保存すること
に用いられる保存モジュールと、を含んでもよい。
【００７６】
　当業者が理解することができるように、上記方法における全部又は一部のステップ・BR
>ヘプログラムが関連のハードウェアを指令することにより完成することができ、前記プ
ログラムはコンピュータ可読記憶媒体、例えば読み出し専用メモリ、ディスク又は光ディ
スクなどに記憶することができる。選択的に、上記実施例の全部又は一部のステップは、
１つ又は複数の集積回路を採用して達成することもできる。対応的に、上記実施例におけ
る各モジュール/ユニットはハードウェアの形式で達成してもよく、ソフトウェア機能モ
ジュールの形式で達成してもよい。本発明はいずれの特定形式のハードウェアとソフトウ
ェアの組合わせに限定されるものではない。
【００７７】
　上記のものは本発明の好ましい実施例であるに過ぎず、もちろん、本発明は更に他の複
数種類の実施例を有してもよく、本発明の趣旨とその本質を逸脱しない場合、本分野に詳
しい当業者は本発明に基づいて各種の対応する変更又は変形を行うことができるが、これ
らの対応する変更又は変形はいずれも本発明の請求項の保護範囲に含まれるべきである。
【産業上の利用可能性】
【００７８】
　本発明の実施例はクロスシステムネットワークの情報インタラクションの方法、端末シ
ステムネットワークエレメントを提供し、端末のＷＬＡＮシステムでの履歴記録情報の定
義に基づいて、３ＧＰＰ‐ＷＬＡＮシステム端末履歴情報のクロスシステムインタラクシ
ョンを実現することができ、これによりクロスシステムネットワークエレメントは端末の
ＷＬＡＮシステムでの駐在履歴の具体的な状況をタイムリーに取得して、多種のアクセス
技術が共存するシーンでの端末ネットワーク選択最適化、クロスシステムネットワークエ
レメント装置発見の実現、３ＧＰＰとＷＬＡＮシステムとの間のリソース最適化管理又は
ポリシー最適化の実現に十分な判定根拠を提供することができる。
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【図４】
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【図９】

【図１０】

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月26日(2016.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末と１つのシステムネットワークとの接続確立が成功した後、又は前記システムネッ
トワークに端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立メッセージ或いは再確立成
功メッセージを送信した後、前記指定のシステムネットワークエレメントが送信した端末
履歴情報取得要求メッセージを受信することと、
　前記端末は全てのシステムネットワーク、前記システムネットワーク以外の他のシステ
ムネットワーク或いは指定のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記指定の
システムネットワークに送信することと、を含むクロスシステムネットワークの情報イン
タラクションの方法。
【請求項２】
　前記システムネットワークは３ＧＰＰネットワークであり、前記システムネットワーク
以外の他のシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークであり、前記シス
テムネットワーク以外の他のシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、
　さらに、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
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　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ターゲットシステムネットワークエレメントは、ソースシステムネットワークエレメン
トが送信した端末履歴記録情報取得要求メッセージを受信した後前記ソースシステムネッ
トワークエレメントに端末専用メッセージを送信し、又は定期に前記ソースシステムネッ
トワークエレメントに端末専用メッセージを送信することを含み、前記端末専用メッセー
ジは端末が前記ターゲットシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を含むクロスシ
ステムネットワークの情報インタラクションの方法。
【請求項４】
　前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、前記ソースシス
テムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメントを含み
、又は、
　前記ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み
、前記ソースシステムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントを含み
、
　さらに、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　システムネットワークエレメントは、端末履歴記録情報取得要求メッセージを送信した
後端末履歴記録情報メッセージを受信し、又は定期に端末履歴記録情報メッセージを受信
することと、
　前記システムネットワークエレメントは、前記端末履歴記録情報メッセージに含まれる
、端末の１つ又は複数のターゲットシステムネットワークでの履歴記録情報を保存するこ
とと、を含むクロスシステムネットワークの情報インタラクションの方法。
【請求項６】
　前記システムネットワークエレメントが定期に端末履歴記録情報を受信することは、
　前記システムネットワークエレメントはターゲットシステムネットワークエレメントが
送信した端末専用メッセージを定期に受信することを含み、前記端末専用メッセージには
前記端末履歴記録情報が含まれ、
　さらに、
　前記システムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントであり、前記
ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメ
ントであり、前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む請求項
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５に記載の方法。
【請求項７】
　端末が端末履歴記録情報メッセージをアクセスネットワークの発見及び選択機能モジュ
ールに送信することを含み、前記端末履歴記録情報メッセージには端末の１つ又は複数の
システムネットワークでの履歴記録情報が含まれるクロスシステムネットワークの情報イ
ンタラクションの方法。
【請求項８】
　前記１つ又は複数のシステムネットワークは、
　３ＧＰＰネットワーク及び/又はワイヤレスローカルエリアネットワークを含む請求項
７に記載の方法。
【請求項９】
　アクセスネットワークの発見及び選択機能モジュールは端末が送信した端末履歴記録情
報メッセージを受信することと、
　前記アクセスネットワークの発見及び選択機能モジュールは前記端末履歴記録情報メッ
セージにおける端末履歴記録情報メッセージを保存することと、を含むクロスシステムネ
ットワークの情報インタラクションの方法。
【請求項１０】
　１つのシステムネットワークとの接続確立が成功した後、又は前記システムネットワー
クに端末履歴記録情報取得可能指示情報を含む接続確立成功メッセージ或いは再確立成功
メッセージを送信した後、前記システムネットワークエレメントが送信した端末履歴情報
取得要求メッセージを受信するように設定される受信モジュールと、
　全てのシステムネットワーク、前記システムネットワーク以外の他のシステムネットワ
ーク或いは指定のシステムネットワークに駐在した履歴記録情報を前記システムネットワ
ークエレメントに送信するように設定される送信モジュールと、を含む端末。
【請求項１１】
　前記システムネットワークは３ＧＰＰネットワークであり、前記システムネットワーク
以外の他のシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークであり、前記シス
テムネットワーク以外の他のシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、
　さらに、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む請求項１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記送信モジュールは更に、端末履歴記録情報メッセージをアクセスネットワークの発
見及び選択機能モジュールに送信するように設定され、前記端末履歴記録情報メッセージ
には端末の１つ又は複数のシステムネットワークでの履歴記録情報が含まれ、
　さらに、
　前記１つ又は複数のシステムネットワークは、
　３ＧＰＰネットワーク及び/又はワイヤレスローカルエリアネットワークを含む請求項
１０に記載の端末。
【請求項１３】
　ターゲットシステムネットワークエレメントとして、
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　ソースシステムネットワークエレメントが送信した端末履歴記録情報取得要求メッセー
ジを受信するように設定される第１受信モジュールと、
　前記第１受信モジュールが前記要求メッセージを受信した後前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信し、又は定期に前記ソースシステムネット
ワークエレメントに端末専用メッセージを送信するように設定され、前記端末専用メッセ
ージに、端末が該ターゲットシステムネットワークに駐在した履歴記録情報が含まれる第
１送信モジュールと、を含むことを特徴とするシステムネットワークエレメント。
【請求項１４】
　前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含み、前記ソースシス
テムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメントを含み
、又は、
　前記ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み
、前記ソースシステムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントを含み
、
　又は、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークに駐在した履歴記録情報は、
　前記端末がワイヤレスアクセスポイントにアクセスする時刻、
　前記ワイヤレスアクセスポイントが属する基本サービスセット識別子及び/又は基地局
識別コード、
　前記端末の前記ワイヤレスアクセスポイントでの駐在時間、
　前記端末の記録時刻の位置情報、
　前記端末の記録時刻の無線信号品質情報、
　前記端末がワイヤレスローカルエリアネットワークで行ったサービスの情報、の中の１
種類又は複数種類を含む請求項１３に記載のシステムネットワークエレメント。
【請求項１５】
　ソースシステムネットワークエレメントとして、
　端末履歴記録情報取得要求メッセージを送信するように設定される第２送信モジュール
と、
　前記第２送信モジュールが前記要求メッセージを送信した後端末履歴記録情報メッセー
ジを受信し、又は定期に端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定される第２受
信モジュールと、
　前記端末履歴記録情報メッセージに含まれる、端末のターゲットシステムネットワーク
での履歴記録情報を保存するように設定される保存モジュールと、を含み、
　さらに、
　前記第２受信モジュールが定期に端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定さ
れることは、ターゲットシステムネットワークエレメントが送信した端末専用メッセージ
を定期に受信することを含み、前記端末専用メッセージに前記端末履歴記録情報が含まれ
、
　さらに、
　前記システムネットワークエレメントは３ＧＰＰネットワークエレメントであり、前記
ターゲットシステムネットワークはワイヤレスローカルエリアネットワークを含み、又は
、
　前記システムネットワークエレメントはワイヤレスローカルエリアネットワークエレメ
ントであり、前記ターゲットシステムネットワークは３ＧＰＰネットワークを含む請求項
１３に記載のシステムネットワークエレメント。
【請求項１６】
　端末が送信した端末履歴記録情報メッセージを受信するように設定される受信モジュー
ルと、
　前記端末履歴記録情報メッセージにおける端末履歴記録情報メッセージを保存するよう
に設定される保存モジュールと、を含むアクセスネットワークの発見及び選択機能モジュ
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